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平成３０年度 第１０回高山市教育委員会定例会議事録 

 

１．日 時  平成３０年１０月２４日（水） 午前９時００分から 

２．場 所  高山市役所 行政委員会室 

３．出席者  委員会 中野谷教育長、針山委員、打江委員、野崎委員、長瀬委員、白田委員 

事務局 北村教育委員会事務局長、西野教育総務課長、大森学校教育課長、尾﨑文化

財課長心得、北野学校給食センター所長、学校教育課 中井、梶田、建石、教

育総務課 直井 

４．欠席者  委員会 欠席なし 

５．署名者  打江委員 

 

  午前９時３０分開会 

 

○中野谷教育長  本日の委員会は、出席者６名で、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１

４条第３項の規定に基づき、定足数に達していますので、成立しております。 

ただ今から、平成３０年度第１０回高山市教育委員会定例会を開会いたします。 

 

○中野谷教育長  会議録署名委員の指名を行います。 

本日の会議録署名委員は、「打江委員」を指名いたします。 

 

○中野谷教育長  次に９月２１日開催、定例会の会議録について承認を行います。 

前回定例会の会議録について「白田委員」お願いいたします。 

 

○白田委員    ９月２１日開催、定例会会議録について精査した結果、記載事項について適正に

調製されておりましたので、署名したことをご報告いたします。 

 

○中野谷教育長  ありがとうございました。 

それでは、定例会の会議録についてご承認いただけますでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

○中野谷教育長  定例会の会議録は、調製のとおり承認されました。 

 

○中野谷教育長  次に１０月１日開催、臨時会の会議録について承認を行います。 

臨時会の会議録について「針山委員」お願いいたします。 

 

○針山委員    １０月１日開催、臨時会会議録について精査した結果、記載事項について適正に

調製されておりましたので、署名したことをご報告いたします。 

 

○中野谷教育長  ありがとうございました。 
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それでは、臨時会の会議録についてご承認いただけますでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

○中野谷教育長  臨時会の会議録は、調製のとおり承認されました。 

 

○中野谷教育長  次に、諸般の報告をさせていただきます。 

 

（中野谷教育長報告） 

 

○中野谷教育長  それでは次に、日程第１、議第１７号「平成３０年度要保護及び準要保護児童生

徒の認定について」を議題といたしますが、当議題につきましては内容に個人に関

する情報が含まれておりますので、法律第１４条第７項ただし書の規定により、公

開しないこととしたいと思います。 

 

○中野谷教育長  それでは、ただ今お諮りしました議第１７号は、公開しないこととすることにご

異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

○中野谷教育長  ご異議なしと認めます。よって、議第１７号は、公開しないことに決しました。 

 

○中野谷教育長  それでは、改めまして日程第１、議第１７号「平成３０年度要保護及び準要保護

児童生徒の認定について」を議題といたします。 

事務局より説明願います。 

 

○大森学校教育課長 ＜資料に基づき説明＞非公開 

 

○中野谷教育長  事務局の説明は終わりました。ご質疑等はございませんか。 

 

（非公開） 

 

○中野谷教育長  ご質疑も尽きたようでありますから、以上で質疑等を終結いたします。 

 

○中野谷教育長  それでは、ただ今議題となっております議第１７号について、事務局説明のとお

り決するにご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

○中野谷教育長  ご異議なしと認めます。よって、議第１７号について、事務局説明のとおり決し
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ました。 

 

○中野谷教育長  次に、日程第２、協議１５「学校給食費の見直し等について」を議題といたしま

す。 

         事務局より説明願います。 

 

○北野学校給食センター所長 ＜資料に基づき説明＞ 

 

○中野谷教育長  事務局の説明は終わりました。ご質疑はございませんか。 

 

○針山委員    給食費の見直しについては市長の公約にも掲げられています。今回の提案は市長

部局との内部協議が整っての提案という理解でいいですか。 

 

○北野学校給食センター所長 はい、その通りです。 

 

○打江委員    公費負担額としては、どの程度となりますか。 

 

○北野学校給食センター所長 Ｐ２の２－②に図があり、公費負担３分の１が一番大きく、小中学校

あわせて年間約１億３千万円を見込んでいます。 

 

○打江委員    市予算の中ですと何費になりますか。 

 

○北野学校給食センター所長 教育費に計上します。 

 

○針山委員    確認ですが、これまでは給食調理に要する費用を市が負担し、食材費は全額を保

護者が負担していましたが、この保護者負担分が減るとの理解でいいですか。 

 

○北野学校給食センター所長 はい、食材費負担割合は保護者が３分の２、市が３分の１となります。 

 

○野崎委員    給食費の徴収者を学校から市に変更するとのことですが、滞納状況や対応方法に

ついて説明ください。 

 

○北野学校給食センター所長 現在、過去の分を含め約７０件の滞納があります。現在は、口座引落

しが出来ない場合は、本人の承諾を得て児童手当から天引きしていますので、滞納

となるケースは減っています。ただ、児童手当の天引きに承諾いただけない家庭も

ありますので、納付が滞るようであれば市から直接納付について強く働きかけます。 

 

○長瀬委員    今回の協議内容については、保護者の費用負担と学校の事務負担の軽減の２つの

効果があり評価します。一方で事務局の事務負担は増大しますので、見直しにあわ

せ事務を再点検し負担が少しでも軽減されるよう更なる研究をお願いします。 
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○中野谷教育長  ご質疑も尽きたようでありますから、以上で質疑を終結いたします。 

 

○中野谷教育長  それでは、ただ今議題となっております協議１５については、説明のとおり決す

るにご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

○中野谷教育長  ご異議なしと認めます。よって、協議１５について、事務局説明のとおり決しま

した。 

 

○中野谷教育長  次に、日程第３、協議１６「高山市小中学校における気象警報等発表時の対応に

関する基本方針の変更について」を議題といたします。 

         事務局より説明願います。 

 

○大森学校教育課長 ＜資料に基づき説明＞ 

 

○中野谷教育長  事務局から前回協議後に防災士の意見を踏まえて修正した内容が報告されました。 

         ご質疑はございませんか。 

 

○打江委員    近年は豪雪により交通機関が麻痺することがありましたが、そのような場合はど

うなりますか。 

 

○大森学校教育課長 雪の場合は大雪警報もありますが、暴風雪警報が自宅待機の判断基準となりま

す。たた基本的には警報に限らず学校長が地域の状況により臨機応変に対応するこ

とが可能であり、資料に豪雪との文言はありませんが通学に支障があると判断する

場合は一旦自宅待機にした後に、除雪や気象状況、通学路の安全を確認し登校の判

断をするものです。 

 

○中野谷教育長  ご質疑も尽きたようでありますから、以上で質疑を終結いたします。 

 

○中野谷教育長  それでは、ただ今議題となっております協議１６については、説明のとおり決す

るにご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

○中野谷教育長  ご異議なしと認めます。よって、協議１６について、事務局説明のとおり決しま

した。 

 

○中野谷教育長  次に、日程第３、協議１７「高山市内高等学校との連携強化に関する事業につい
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て」を議題といたします。 

         事務局より説明願います。 

 

○大森学校教育課長 ＜資料に基づき説明＞ 

 

○中野谷教育長  事務局の説明は終わりました。 

         今回は長瀬委員からの提案内容に関する議題です。次回以降に他の委員より提案

のあった内容についても議題として提出する予定ですのでお願いします。 

         では、ご質疑はございませんか。 

 

○長瀬委員    以前の私の提案に対して、具体的に事業化の計画がされ感謝します。また、連携

校として県教育委員会が指定し学校活性化連絡協議会の取り組みを行っている、高

山工業高校となっていることに私自身は意義を感じます。 

         プログラミング教育ということで、高山工業高校では電子機械科が該当するかと

思いますが、カリキュラムを見てみると情報技術基礎は必修ですがハードウェア技

術やプログラミング技術、ロボット基礎は選択となっています。一方、市内には高

山高校に情報処理科があり情報処理は必修、プログラミングも必修で単位数は多く

なっています。今後、市が主導する事業を考えたときに、小中学校とどの高校の連

携が可能なのかを整理しながら進めることが望ましいと考えました。 

 

○大森学校教育課長 今回、高山工業高校を連携先とした理由としましては、立地的に２校が非常に

近い位置関係にあり連携しやすいとの点があります。また、今後小学校で進めるプ

ログラミング教育という点において、高校との連携が図りやすいとの点にあります。

今後の連携については研究を深めながら対応したいと考えます。 

 

○中野谷教育長  ご質疑も尽きたようでありますから、以上で質疑を終結いたします。 

 

○中野谷教育長  それでは、ただ今議題となっております協議１７については、説明のとおり決す

るにご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

○中野谷教育長  ご異議なしと認めます。よって、協議１７について、事務局説明のとおり決しま

した。 

 

○中野谷教育長  それでは次に日程第５、報告３２「平成３０年度全国学力学習状況調査の結果公

表について」を事務局より報告願います。 

 

○大森学校教育課長 ＜資料に基づき説明＞ 
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○中野谷教育長  事務局の報告は終わりました。ご質疑等はございませんか。 

 

○長瀬委員    正式に公表するにあたり２点確認します。１つ目は、Ｐ１「１はじめに」に「教

育的な配慮の下で結果を公表」とありますが、この「公表」には数値を含めての公

表と認識していますが、そのような理解でいいですか。 

         また、その下に「各学校の得点は、個人の特定等の恐れがあるため公表しない」

となっていますが、各学校では学習に関する意識調査等は公表していますので、公

表しないのは学力の状況という理解でいいですか。 

 

○大森学校教育課長 読む人により理解が異なる可能性がありますので、この「１はじめに」の下か

ら３行目の「公表」を「一部公表」にすることでどうでしょうか。 

 

○長瀬委員    私としては学力の結果は公表されると理解しています。具体的数値ではありませ

んが、全国平均に対し高山市の状況を記号で表しています。例えば「＊」は全国平

均に対し「＋１．０～－１．０」の範囲を意味しており、おおよその推測ができ、

これは数値を公表しているのだと思います。あえて記号化しているのは、０．１の

差が多い少ないのを見るのではなく、高山市の傾向がどうなのかを理解しやすくす

るための工夫だと認識しています。 

 

○大森学校教育課長 全国的な流れのなかでは、このような方法は特定の公表の部類にあたりますの

で「公表」になります。先ほど「一部」と申し上げたのは、学力状況調査について

は公表する学力の点数だけではなく、各観点別の項目についても国から細かく報告

がきていますが、そこまでは公表しないことから「一部」と発言しました。 

 

○白田委員    「一部」の意味は理解しましたが、この調査内容を知らない方が見た時に「一部」

に違和感を覚えることはないでしょうか。 

 

○中野谷教育長  今までのご意見を踏まえ「１はじめに」の文章中「この度」の後を「高山市小中

学校全体の傾向を、より広く市民の方々に知っていただくと共に」のように改め、

「一部」という表現も用いないようにしてください。 

 

○中野谷教育長  ご質疑も尽きたようであります。 

         では、本日の内容を踏まえ最終的に教頭会での精査を経て、ホームページに掲載

する方向でよろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

○中野谷教育長  ご異議がないようでありますから、以上で質疑を終結いたします。 

 

○中野谷教育長  それでは次に日程第６、報告３３「高山市全小中学校ユネスコスクール登録記念
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事業について」を事務局より報告願います。 

 

○大森学校教育課長 ＜資料に基づき説明＞ 

 

○中野谷教育長  事務局の報告は終わりました。ご質疑等はございませんか。 

 

○針山委員    ユネスコスクールについては、理念も素晴らしく各校の努力により全校が登録し

凄いことであると思っています。登録した後に必要なことは何かありますか。 

 

○大森学校教育課長 毎年ユネスコ本部に取組状況を報告する必要があります。報告内容はＡ４で数

枚程度ですので大きな負担はないと考えます。一方で現在、学校の教育活動の精選

をすすめている段階であり、２～３年後に本格的なり組みを行うとなると各校で見

直しが必要になると考えます。 

 

○中野谷教育長  取り組みの一例ではありますが、昨年の市総合教育会議でも朝日中学校がユネス

コの取組状況を発表してくれました。また同校は来月５日に高山市で開催される「平

和首長会議国内加盟都市会議総会」の開催市プログラムにおいて同様に発表を行う

予定です。ただ針山委員が質問されたように、働き方改革を進め最中において負担

が増えない訳ではありませんので、各校の経営の位置づけとして今後十分に研究し

ていく必要があると考えています。 

 

○中野谷教育長  ご質疑も尽きたようでありますから、以上で質疑を終結いたします。 

         ここで会議を一旦、休憩します。 

         再開を午前１０時３０分からとします。 

 

（休憩 午前１０時１５分～午前１０時３０分） 

 

○中野谷教育長  休憩を解いて会議を続行します。 

 

○中野谷教育長  それでは次に日程第７、報告３４「前期のいじめ問題と主な生徒指導事案への対

応について」を議題といたしますが、当議題につきましては、内容に個人に関する

情報が含まれておりますので、法律第１４条第７項ただし書の規定により、報告内

容について一部公開しないこととしたいと思います。 

 

○中野谷教育長  それでは、ただ今お諮りしました報告３４は、一部公開しないこととすることに

ご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

○中野谷教育長  ご異議なしと認めます。よって、報告３４は、一部公開しないことに決しました。 
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○中野谷教育長  それでは、改めまして日程第７、報告３４「前期のいじめ問題と主な生徒指導事

案への対応について」を事務局より報告願います。 

 

○学校教育課建石 ＜資料に基づき説明＞非公開 

 

○中野谷教育長  ただ今の報告についてご質疑はございませんか。 

 

○野崎委員    小学生の手が出てしまう事案の報告がありましたが、頭部の怪我であったり医師

の診察を受けるようなケースはありましたか。 

 

○学校教育課建石 怪我につながる事案はありませんでした。ただ軽くたたく事案は増える傾向にあ

ります。 

 

○野崎委員    子どもの場合、始めは軽くでもエスカレートすることが考えられますので引き続

き指導をお願いします。 

 

○長瀬委員    些細と思われる事でも被害者にとっては深刻な事ですので、常に回りに注意し未

然防止に努めてください。また、いじめの解消については加害者が人として行って

はいけないことを行ってしまったことを認識し反省させる必要があると思います。 

 

○学校教育課建石 学校への指導状況としては、国のいじめ対応の定義に基づき、仲直り後も３カ月

程度は見届けするよう伝えています。加害者側への指導についても重要と捉えてお

り、被害者側の経過観察や聞き取りを継続するのと同様に、加害者側への対応も引

き続き行うよう指導していきます。 

 

○白田委員    いじめの認知件数は、例年５月、９月が多いとの報告がありましたが、学校行事

との関係性はありますか。 

 

○学校教育課建石 明確には分かりませんが、新しいメンバーで新年度をむかえ緊張感がほぐれる頃

であったり、長期休業明けや運動会・体育祭のように学校での大きな行事が節目と

なっていることが考えられます。 

 

○中野谷教育長  学校現場では、これまで一般的に１年間の中で６月と１１月は子ども達の間で

様々な問題が起こり表面化する時期で学級経営が難しいと言われてきました。５月、

９月で認知件数が増加していることは大きく関係しており、重大化する前に適切な

対応を行う必要があると思います。 

 

○打江委員    携帯電話に関する事案がありましたが、以前は高校生になると持たせる家庭が多

かったように思いますが、中学生や小学生でも持たせるように低年齢化が進んでい
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るのですか。 

 

○学校教育課建石 先程の事例では、既に小学生時代から使用しＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーク・

サービス）での繋がりがありました。 

 

○打江委員    子どもの場合、ＳＮＳ等が世界に広がる危険性を認識したり想像する力が弱いよ

うに感じますが、指導体制はどのようになっていますか。 

 

○学校教育課建石 各学校ではＳＮＳ等に関する指導の場を設けていますので、低年齢化しているこ

とも踏まえ危険性をしっかり認識できるよう指導していきます。 

 

○打江委員    携帯を持たせているのは保護者ですから、親の責任としてその辺りの認識を深め

ていく必要もありますね。 

 

○針山委員    私も同感で、年齢を問わず携帯を持つことが一般化しているようですが、所得の

ない子どもに持たせているのは親ですから、子を守る親の責任として危険性を伴う

ということも理解しルールを守った使用をお願いしたいですね。 

 

○中野谷教育長  学校からはこれまでもＰＴＡの場において買い与えることの親の責任について話

していますが、事案としては増加傾向にあります。子どもを危険にさらす可能性が

あるということを重く受け止めていただく必要があると思っています。 

 

○中野谷教育長  ご質疑も尽きたようでありますから、以上で質疑を終結いたします。 

 

○中野谷教育長  それでは次に日程第８、報告３５「前期の不登校の実態と対応について」を議題

といたしますが、当議題につきましては、内容に個人に関する情報が含まれており

ますので、法律第１４条第７項ただし書の規定により、報告内容について一部公開

しないこととしたいと思います。 

 

○中野谷教育長  それでは、ただ今お諮りしました報告３５は、一部公開しないこととすることに

ご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

○中野谷教育長  ご異議なしと認めます。よって、報告３５は、一部公開しないことに決しました。 

 

○中野谷教育長  それでは、改めまして日程第８、報告３５「前期の不登校の実態と対応について」

を事務局より報告願います。 

 

○学校教育課梶田 ＜資料に基づき説明＞非公開 
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○中野谷教育長  ただ今の報告についてご質疑はございませんか。 

 

○針山委員    移動であい塾を運営する際は、一之宮のであい塾の職員が現地に出向くのですか。 

 

○学校教育課梶田 であい塾の職員が当番制で移動先に常駐しています。 

 

○長瀬委員    移動であい塾の試みにより、身近なところに居場所づくりでき効果を感じていま

す。今後、あり方を検証して更に人的な支援体制を充実する必要があると思います。

別の質問なりますが、中１ギャップという言葉がありますが進級や進学することに

より不登校の日数が増えたり減ったりすることがあると思いますけど、何か原因や

理由があれば今後でいいので聞かせてください。 

 

○学校教育課梶田 状況をまとめて報告させていただきます。 

 

○中野谷教育長  ご質疑も尽きたようでありますから、以上で質疑を終結いたします。 

 

○中野谷教育長  次に「後援名義使用について」の報告をお願いします。 

 

○教育総務課直井 ＜資料に基づき説明＞ 

 

○中野谷教育長  事務局の報告は終わりました。ご質疑等はございませんか。 

 

○中野谷教育長  ご質疑もないようでありますから。以上で質疑等を終結します。 

 

○中野谷教育長  それでは次に「冬季休業期間の「学校閉庁日」について」の報告をお願いします。 

 

○大森学校教育課長 ＜冬季休業期間の「学校閉庁日」について報告＞ 

 

○中野谷教育長  事務局の報告は終わりました。ご質疑等はございませんか。 

 

○野崎委員    あわせて年休の取得率も向上するようお願いします。 

 

○長瀬委員    学校現場もそうですが、事務局体制としても事務の見直し、残業の縮減など働き

方改革に努めてください。 

 

○中野谷教育長  ご質疑も尽きたようでありますから。以上で質疑等を終結します。 

 

○中野谷教育長  その他に報告がありましたら順次報告願います。 
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（報告なし） 

 

○中野谷教育長  それでは、定例会の開催日時を決定したいと思います。 

 

（協議） 

【１１月２８日 午後１時３０分】 

【１２月２５日 午後１時３０分】 

【１月３０日  午後３時００分】 

 

○中野谷教育長  それでは以上を持ちまして、本日の議事日程が全部終了いたしましたので、本日

の会議を閉じ、平成３０年度第１０回高山市教育委員会を閉会いたします。 

 

午前１１時２５分閉会 


